
Ⅰ．教職課程の運営に係る全学的組織及び各学科等の組織の状況 
（１）各組織の概要 

① 
組織名称： 教職課程委員会 
目 的： 教職課程の運営及び学生の教職指導等に関する全学的事項を審議するため 

① 教員養成カリキュラムの編成に関すること 
② 教育職員免許法等の教科目に関すること（教育実習などの科目を含む） 
③ 教職課程の履修指導の企画・立案・実施に関すること 
④ その他、教育職員免許状の取得に関し、委員会が必要と認めた事項 

責 任 者： 委員長：教職実践センター長 
構成員（役職・人数）： 学長補佐（教員養成担当）１名、教授１２名、准教授４名、講師３名、事務局長、学

生部長、関係事務局部課長５名 
運営方法：教育実習部会においてそれぞれ審議された事項のうち、特に学則変更を必要とする事項

等について、取りまとめて審議するため必要に応じて開催する。 

② 
組織名称： 教職課程委員会【教育実習部会】 
目 的： 各種教育実習の全学に関わる基本的諸問題に関することについて審議するため 

① 全学に関わる教育実習の基本的諸問題に関すること 
② 各種教育実習の全学的な連絡・調整に関すること 
③ 各種教育実習に係る附属学校及び協力学校・協力諸施設との連絡調整に関すること 
④ その他、教育実習の実施に関し、部会が必要と認めた事項に関すること 

責 任 者： 委員長  
構成員（役職・人数）： 教授７名、准教授１名、講師２名、事務局長、学生部長、関係事務局部課長４名 
運営方法：幼稚園教諭、小学校教諭、中学校教諭、高等学校教諭、養護教諭、栄養教諭及び特別支

援学校教諭の各実習の運営に係る事項を審議するため、開催する。 

（２）（１）で記載した個々の組織の関係図 
              

教職課程委員会    幼稚園教諭担当委員 
    小学校教諭担当委員 

    特別支援学校教諭担当委員 
    中学校教諭担当委員 
    高等学校教諭担当委員 
    養護教諭担当委員 
    栄養教諭担当委員  
  教育実習部会   

  

 
 
 



Ⅱ．都道府県及び市区町村教育委員会、学校、地域社会等との連携、協力に関する取組 
（１）教育委員会との人事交流・学校現場の意見聴取等 

千葉県教育委員会、松戸市教育委員会、柏市教育委員会、市川市教育委員会、我孫子市教育委員

会、港区教育委員会の各教育委員会と本学との間で、「連携協力に関する協定」を締結し、教育の

課題に関して相互の機能を活用して実践的な連携協力を行い、各市及び本学の教育の充実と発展に

寄与することを目的とし、（1）学生、生徒、児童等の教育支援に関すること、（2）教職員の養成、

研修等資質、能力の向上に関すること、（3）生涯学習の推進に関すること、（4）教育に関する研究

開発及び共同研究に関すること等について連携協力することとしている。 
また、本学大学院教職研究科を開設したことに伴い、「聖徳大学教職大学院連絡協議会」を設け、

関係教育委員会、地方公共団体の私学担当部局及び私立幼稚園連合会と、副学長、教職研究科長を

はじめとする本学関係者との間で定期的に会議を開催し、高度に専門的な能力及び実践的指導力を

持った教員を養成するため、相互に連携協力していくこととしている。 
このほか、各教職課程を担当している教員が、千葉県、東京都及び近県の教育委員会や各学校、

幼稚園の要請に応じて各種の委員や講師として、実施事業や教育研究の指導・助言者として貢献す

るとともに、教員養成に関する要望等に応えるなど、連携協力関係を保持している 
（２）学校現場における体験活動・ボランティア活動等 
 ① 

取組名称： 学生ボランティア活動認定制度 
連携先との調整方法： ボランティア活動支援委員会が検討の上、活動を承認し、認定する。 
具体的な内容： 教室における学習支援・生活支援、学校行事・部活動等の補助、保健室など別室登校

児童生徒への学習支援、カウンセリング等 
  
Ⅲ．教職指導の状況 

学生に対する履修指導については、まず、各教員免許状取得に必要な授業科目、単位数及び履修

要項等を記載した『教育課程・履修要項』を入学式に配布し、新入生オリエンテーション期間中に

教職課程の履修に関するガイダンスを実施している。 
教育実習に関する全学的な企画・運営については「教職課程委員会 教育実習部会」を設置して

運営しており、各実習協力校（園）及び教育委員会等との連携・協力については、学校種別に「小

学校実習実施委員会」、「中・高実習実施委員会」、「幼稚園実習実施委員会」、「養護実習実施委員会」

「栄養教育実習実施委員会」及び「特別支援学校教育実習実施委員会」をそれぞれ設けて、連携協

力して運営に当たることとしている。 
公立学校教員採用試験の受験指導等については、学内の教職課程研究室教員（校長等経験者の実

務家教員）が協力して、別途対策講座を開講し、併せて、教員として就職している卒業生による体

験発表の機会も設けるなど就職指導に当たっている。 
 
 
  
 



（通学課程）

児童学科 幼一種免 12

小一種免 9

特支一種免 3

高一種免(福祉) 5
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高一種免(保健) 5
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教員の養成に係る人数

人間栄養学部 人間栄養学科

文学部

社会福祉学科心理・福祉学部

文学科
英語・英文学コース

教育学科

免許状の種類

文学科
日本語・日本文学コース

文学科
歴史文化コース

領域及び保育
内容の指導法
に関する科目

養護教諭の教職課程

栄養教諭の教職課程

中学校・高等学校の教諭の教職課程
教育の基礎的
理解に関する

科目等

小学校教諭の教職課程

学部名

専任教員数

幼稚園教諭の教職課程

学部名 学科等名

音楽学部 音楽学科

幼稚園教諭の教職課程

学科等名

教育学部



（通信課程） 

教員の養成に係る人数 

教科及

び教科

の指導

法に 

関する 

科目 

／養護

に関す

る科目 

学部名 学科等名 免許状の種類 専任教員数 

教育学部 
児童学科 幼一種免 9 

教育学科 小一種免 7 

心理・福祉学部 

心理学科 高一種免（公民） 3 

社会福祉学科 
高一種免（福祉） 

養教一種免 

5 

7 

文学部 

文学科 

日本語・日本文学コース 

中一種免（国語） 

高一種免（国語） 

4 

4 

文学科 

歴史文化コース 

中一種免（社会） 

高一種免（地理歴史） 

4 

4 

文学科 

書道文化コース 
高一種免（書道） 3 

文学科 

英語・英文学コース 

中一種免（英語） 

高一種免（英語） 

5 

5 

教育の

基礎的

理解に

関する

科目等 

幼稚園教諭の教職課程 7 

小学校教諭の教職課程 4 

中学校・高等学校の教諭の教職課程 2 

養護教諭の教職課程 2 

 

教科及

び教科

の指導

法に 

関する 

科目 

学部名 学科等名 免許状の種類 専任教員数 

短期大学部 保育科 幼二種免 6 

教育の

基礎的

理解に

関する

科目等 

幼稚園教諭の教職課程 6 
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